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第 275回 京都市考古資料館文化財講座  

2016年 5 月 28日 

 

連続講座「京を発掘！出土品から見た歴史」 第 6回 

聚楽第武家屋敷出土の金箔瓦―大和の城郭・寺院との比較検討― 

（公財）京都市埋蔵文化財研究所 山下 大輝 

 

１．はじめに 

  金箔瓦は、織田信長、豊臣秀吉が実権を握った「織豊政権」下に登場し、城郭などの屋根

を彩った瓦です。特に京都では、豊臣秀吉が築城した聚楽第跡、伏見城跡の発掘調査におい

て大量の金箔瓦が出土しています。 

  今回は聚楽第武家屋敷から出土した金箔瓦と、奈良県の城郭や寺院の瓦とを比較し、そこ

からわかったことをお話します。 

 

２．聚楽第について 

○基礎情報（表１） 

豊臣秀吉が天正 14 年（1586）に築城を開始、その翌年に完成した石垣と堀で囲われた平

城。「城郭構造系譜としては室町時代の足利将軍家の居館「花の御所」、「御城」という方形

館・城郭」（中西 2013）。天正 19 年（1591）には秀吉の甥 豊臣秀次に譲渡されるも、秀次

の失脚により、文禄４年（1595）には破却。 

○聚楽第の範囲（図１） 

さまざまな復元案が示されている（森島 2001・馬瀬 2005）。 

最近では発掘調査以外に、表面波探査などを行っている。 

○聚楽第の金箔瓦  

★金箔瓦出土数ベスト３（図２） 

第１位  聚楽第本丸東堀（現：西陣ハローワーク）… 総数（1000）点！以上 

第２位  聚楽第周辺武家屋敷（上京中学校）   …   （702 ）点 

第３位  聚楽第周辺武家屋敷（新町小学校）   …   （650 ）点 

 

軒瓦の型式分類、他城郭との文様の共通性（同文・同笵関係）などが研究され（森島 1993・

1994）、家紋瓦から大名家の検討が行われている（森島 1994・2001）。 

 

３．大和郡山城について 

 ○基礎情報（表１） 

  西ノ京丘陵の南端部に位置する平山城（図３・４・５）。天正８年（1580）に筒井順慶が

築城し入城。天正 13 年（1585）に豊臣秀吉の弟 豊臣秀長が大和・紀伊・和泉の 100 万余

石で入封。本格的な城郭としての骨格は、秀長によって形成されたと考えられる。その後、

豊臣秀保、増田長盛と城主を変え、江戸時代には水野、松平、本多・柳澤家と徳川譜代大名

が城主となる。 

○大和郡山城の瓦 

  これまでの発掘調査で出土した軒瓦の型式分類が行われている（山川 1995・1999）。2014

年に、天守台を発掘調査した際に、金箔瓦が初めて出土した（十文字 2015・2016）。また

聚楽第出土の軒平瓦との類例が指摘されている（森島 1993・山川 1999）。 

 

４．聚楽第大名屋敷界隈出土軒平瓦と大和郡山城出土軒平瓦の同笵照合 

○同笵とは…？ 

 ・軒瓦の瓦当文様を形成する際に瓦笵（木製）を打ち込む 

  →瓦笵を使い続けると…傷む → キズができる＝「笵傷」  

 ・笵傷が見当たらない場合…  

  →文様の間隔や特徴を丁寧に観察する 

○同文（同文様）異笵とは…？ 

 ・同笵照合の結果、笵が同一でないもの。 

→文様構成が全て同一であるもの …「同文」 

 中心飾が一致、もしくは酷似。唐草文様の構成は酷似 

文様の彫り加え、簡略化（アレンジ）などがあるもの … 「同系譜」 

  

 

 

 

 ・照合結果… 

「同文異笵」 → 聚楽第大名屋敷の屋根瓦と、大和郡山城の屋根瓦の製作には、同グルー

プの瓦工人が関わっている可能性が浮上。 

さらに、慶長期（1596～1615）の法隆寺修理瓦とされる瓦に、同文が！  

  →つまり、どういうこと？（図８） 

 

５．まとめ 

・聚楽第の大名屋敷の屋根瓦を製作した瓦工人グループの 1 つには、大和（奈良）の工人グ

ループが存在した。 

 ・豪華絢爛、聚楽第の造瓦には、飛鳥時代以来の瓦生産地「大和」からも職人が携わってい

た。 

 ・今後、法隆寺出土資料や聚楽第本丸東堀出土資料との実物照合が必要。 

  

同笵であれば… 

2 つの軒瓦は、その瓦笵を持

つ「瓦工人 X」の造瓦である。 

ということが言える。 

比較対象 

・聚楽第  …6 類（図 6）（本 1988・上村 2002） 

・大和郡山城…120A 型式（図 6）（山川 1999） 
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